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このイラストは、小林高校２年生
海
かいぞう

蔵楓
ひ な

寧さんが小林市の活性化を
願い作成したものです。市の自然

（花、星、水、蛍）がモチーフになっ
ています。

も応援。
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Info ＆ News
このコーナーでは、九州一安心安全なまちづくりを目指す小林市で活躍する人やその活動など、
協働のまちづくりに関する情報を提供します。

こばやし協働 Info ＆ News

インフォ　アンド　ニュース

Info

小 林市の年間自殺者数は、他の市町村と
比較しても決して少なくありません。

この対策の一つとして昨年度から「こころの
元気サポート隊」を発足しました。日常生活
の中で、悩んでいる人への声かけ、話を聴く
ことや必要な支援を行う隊員は、民生委員、
区長、病院に勤める人などさまざまで、現在
208 人が活動中。今年度も養成講座を開き、
ひとりで悩みをかかえないで、安心して相談
できる地域づくりを進めていきます。

定住促進やシティセールス情
報をフェイスブックで発信

こころの元気サポート隊 ( ゲートキーパー ) ハンド
ブックと、隊員がつけるバッジやステッカー

Info
市公式フェイスブックページ

市民活動支援センターからのお知らせ

地域で見守り、自殺予防を
こころの元気サポート隊始動

自殺対策 こばやし協働

協働により「九州一  安心安全なまち  小林市」

KOBAYASHI 2013. ５

小 林市市民活動支援センターでは、まちづ
くりに貢献する公益的な市民活動を支援

します。団体運営等でお困りの方、何か活動し
たいと考えている方、お気軽にお立ち寄りくだ
さい。スタッフ一同、お待ちしております。
■ 市民活動支援センターってこんなところ
 ①会議室を無料でお貸しします。
 ②市民活動に関する質問にお答えします。
 ③スキルアップのための講座を開催します。

 ④コーディネーター役として、関係団体など
　との連携を促進します。
※開館時間：９時から 18 時まで

（会議室利用は、21 時まで。但し、前日までに
会議室の予約が必須）
※閉館日 : 月曜日、国民の祝日、年末年始（12
月 29 日～１月３日）

小林市市民活動支援センターをご利用ください。

５ 月１日、市公式で初となるフェイス
ブックページ「小林市役所 ふるさと

こばやし定住促進Ｇ」を開設しました。この
ページでは、市のさまざまな魅力やシティ
セールス情報を市内外に向けて発信。定住や
移住・交流で人口を増やし、市を活性化させ
ていくことが目的です。ホームページなどで
の情報発信に加えて、小林に住み続けたい、
住んでみたい、ビジネスがしたいと思っても
らえるような情報を発信していきます。

３０年後も人口を維持するために、定住促進の取
り組みを充実させ、情報発信していきます

を目指して
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News

西 小林駅周辺の環境美化に取り組んでき
た北西１区老人クラブと西小林名誉駅

長の吉
よ し だ

田郁
いくろう

郎さんに、３月 22 日、市から感
謝状が贈られました。同クラブは 15 年ほど
前から駅周辺の清掃や、年に２回の花植えを
実施。吉田さんは、駅近くに在住し、暇を見
つけては清掃を行ってきました。また、吉都
線 100 周年記念事業小林市実行委員会から
も、同クラブへヒマワリやコスモスなどの種
が贈呈され、吉田さんは「光栄なこと。ます
ます頑張れと言われたと思い、これからも清
掃を続けていきたい」と話していました。

勧請公民館の地域住民が道路
清掃などボランティア作業

同日、花壇ブロックと記念看板も設置。ブロックに
は実行委員から贈られた花の種がまかれました

北西１区老人クラブと西小林
駅吉田名誉駅長に感謝状

３月 24 日、勧請地区の皆さんがボラン
ティア作業を行いました。勧請公民館

に集う８つの常会から約 100 人が参加。参加
者は、道路の側溝にたまった泥や木の葉を取
り除いたり、泥で狭くなった道路を重機で広
げたりしました。木

き さ ぬ き

佐貫光
こういち

一公民館長は ｢ 道
が狭かったり、大雨で側溝があふれると、事
故などの危険性が高まる。安心安全は地域で
守るという気持ちで、みんなで協力して実施
できた。地域は少子高齢化が進んでいるが、
みんなで住みよい地域づくりに努めたい ｣ と
話していました。

あいにくの雨の中、大量にたまった泥を側溝から上
げる参加者

News
ボランティア 吉都線 100 周年記念事業

Info

　小林市市民活動支援センター
　℡ 27-3177（月曜、祝日は休館）

問


